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1．はじめに

私は 2018年 9月 19日～21日に開催された FIT

2018 第 17回情報科学技術フォーラムに参加し，2
日目に「機械学習における特徴量類似性と認識精度
に関する検討」という題目についてオーラル発表を
行った．

2．研究背景

機械学習における教師あり学習では人手によるラ
ベル付きデータを多数学習に用いるほど識別率が高
くなることが知られている．しかし，ラベル付きデ
ータは一般的に高コストであり．このコストを削減
し，識別機の性能を向上させることは機械学習にお
いて重大な課題の一つである．そこで本研究では特
徴ベクトル間の類似性に着目し，少数のラベル付き
データから多数のラベルなしデータのクラスを特徴
ベクトル間距離によって決定して訓練データとして
用いる手法を検討し，①合成データの平均ベクトル
からの距離の閾値が近いほど識別率が向上するのか
②訓練データに加える合成データの数が多いほど識
別率が向上するのかを検証する実験を行った．

3．提案手法

本研究ではラベルなしデータのクラスを決定する
手段として特徴ベクトル間の類似性を用いる．機械
学習では主に特徴ベクトル間距離を用いるアルゴリ
ズムが多く，本研究で用いる SVM でも距離が用い
られていることから，類似度を特徴ベクトル間のユ
ークリッド距離によって決定する．まず訓練用デー
タとして少数のラベル付きデータを用意する．その
ラベル付きデータからランダムで少数の特徴ベクト

ルを選び取り，その平均ベクトルからのユークリッ
ド距離を全てのデータについて測定し，定めた距離
内のもの全てを少数のラベル付きデータと同じラベ
ルを付けて訓練データとする．使用するデータセッ
トは野鳥の鳴き声データで，ミヤマオウム，キジカ
ッコウ，ニュージーランドアオバズクの 3種類それ
ぞれ 60セグメントのデータセットを使用した．な
お，ミヤマオウムについては 3種類以上の鳴き声，
キジカッコウについては 3種類程度の鳴き声，ニュ
ージーランドアオバズクについては 1種類の鳴き声
のデータで構成されている．これらの鳴き声データ
を MFCC による特徴抽出を行い，910次元ベクト
ルを作成し，特徴ベクトルとした．また，機械学習
と認識精度の測定には線形 SVM を用いる．

4．実験 1

提案手法によって決定した訓練データ全てを用い
て 1章①を検証する実験を行った．テストデータに
はデータセットからランダムで 20個用いて，距離
には 5段階の基準を設け，基準値以下であれば正
例，以上であれば負例のラベルをつけて訓練データ
として用いる．識別率の測定は各距離ごとに行い，
30回繰り返した場合の識別率の平均値を測定値と
する．

5．実験 2

1章②を検討するため実験 1の各距離に対して，
正例データと負例データを比べて少ない方を 3で割
った数を測定回数とし，訓練データの数と認識精度
の推移を訓練データ 6個おきに正例データミヤマオ
ウムとニュージーランドアオバズクの場合について
測定した．テストデータに対する識別率を求め，30
回繰り返した場合の平均の値を測定値とする．

6．実験結果と考察

実験 1で得られた正例データニュージーランドア
オバズクの場合の結果を図 1に示す．横軸は距離，
縦軸は識別率を表している．図 2，図 3に実験 2の
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結果を示す．図 2は正例データニュージーランドア
オバズク，図 3は正例データミヤマオウムである，
横軸は訓練データ数，縦軸は識別率を表している．
実験 1の結果から，距離尺度と識別率の関係につ
いて，識別率が最高となる最適な距離が存在するこ
とが確認された．これは，取る距離が狭すぎる場合
に多くの正例データを負例として学習させることに

なるからであると考えられる．実験 2の結果から，
複数の鳴き方をする鳥の場合にはグラフは凸となっ
たが，一種類の鳥の場合グラフはある一点から横並
びとなった．これは鳴き声の種類の違いによるもの
であると考えられ，提案手法による訓練データとそ
の数は多いほど良いということが示唆された．

7．発表を終えて

発表はオーラル発表で，15分＋質疑 5分の 20分
間行った．質疑応答の時間では企業や他大学の先生
から貴重なご意見をいただくことができ，是非今後
の研究の参考にしたいと考えている．また，他の研
究発表を聴講することによって同分野における研究
の状況等非常に参考になることが多かった．今回の
学会での発表，聴講を通して得たものを存分に今後
の研究活動に活かし，修士の名に恥じることのない
活躍ができるよう精進したいと考えている．

図 1 距離尺度と識別率

図 2 訓練データ数と識別率（1）

図 3 訓練データ数と識別率（2）
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